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編成公開シート№

2025年度
事業費

国
強盗や侵入盗などの犯罪を抑止するために、「防犯シティ”いちのみや”大作戦」を
展開し、個人へ防犯カメラやセンサーライトの購入設置費用の一部を補助する。

会計年度任用職員経費

一宮市2024.10.1現在世帯数（169,130世帯）１世帯あたり 78
13,228

1,323万円

施策18 防犯対策を進めます

臨 防犯用具購入費補助事業

Plan 03 安全・安心を高める

主な
経費

防犯用具購入費補助金 10,000
主な
財源3,144

担当課

■ 「闇バイト」を介する強盗事件による住民不安増大
⇒不審業者訪問等による警察への通報増加

犯
罪
情
勢

■ 2024年の被害認知状況 強盗 3件（前年2件）
住宅対象侵入盗 92件（前年69件）

【補助対象者】市内に住民登録のある世帯
【対 象 経 費】防犯カメラ、センサーライトの購入設置費用

【補 助 率】対象経費の 3/4（防犯カメラ） 1/2（センサーライト）
（あわせて上限1万円）

◆ 住宅対象侵入盗（上位７署）

県内ワースト１

～ 防犯用具の購入費を補助します ～
市、町内会設置の防犯カメラ、防犯灯だけでなく、個人宅に防犯用具を設置することにより「安全・安心なまちづくり」を推進

補助率の高さで集中的に設置促進

¥
防犯シティ“いちのみや”大作戦
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ー 避難所の生活環境改善のため、資機材や備蓄物資の充実を図ります ー

拡 災害備蓄物資充実事業

Plan 03 安全・安心を高める 施策14 災害に強い社会基盤整備を進めます

15,052 市債 122,000
備蓄物資保管輸送業務委託料 5,567 4,983

災害に備え、食糧や資機材等の備蓄物資を整備する。
近年、頻発化してきている地震や洪水などの大規模災害に備え、携帯トイレや生理用品といった備蓄物資の入れ替え等、
見直しを行う。需要が高まっているペットとの同行避難に対応できるよう、指定避難所にスターターキットを配備する。
また、国の防災基本計画の修正に伴い、避難所の生活環境を改善するため、指定避難所（市立小中学校）にパーティ
ション及び簡易ベッドを配備し、新たな簡易防災備蓄倉庫を設置する。

南海トラフ地震想定避難者（84,000人）１人あたり 2,971

主な
経費

避難所資機材購入費 227,720
主な
財源

国・県 53,666

消耗品費

0586-28-8959担当課
総合政策部危機管理課 2025年度

事業費 2億4,963万円

予算概要説明資料 36 ページ

編成公開シート№ 総合政策部№29

Before After

指定避難所への
防災備蓄倉庫の増設

・ プライベート空間の不足
・ 床で就寝

携帯トイレは
30,000回分を
さらに備蓄

②携帯トイレや
長期保存用生理用品の

備蓄数増

③ペット同行避難
スターターキットを
指定避難所に配備

マニュアル

スターターキットとは、避難所までペットと同行避難を行った
飼い主が、速やかにペットの受入れ体制を整えられるよう、
必要な物資やマニュアル等をまとめたものです。

物資

①パーティション2,000基
簡易ベッド2,000台

配備

①パーティションや簡易ベッドを避難所開設当初から設置
②携帯トイレ等の備蓄による快適なトイレ環境の整備
③避難所にペットと同行避難した被災者の適切な受け入れ

計画に対する一宮市の主な取り組み

令和6年能登半島地震を受け、国が防災基本計画を修正

応援基金
いちのみや

¥
避難所の生活環境改善へ
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編成公開シート№ 福祉部№51

担当課
福祉部高年福祉課 2025年度

事業費 108万円

予算概要説明資料

0586-28-9021

65歳以上のひとり暮らしの方がICTを活用した見守りサービスを導入した場合、サービス提供事業
者に支払う初期費用等を助成する。
助成額は上限15,000円で8月から申請の受付けを開始する。

事業対象者（108人）１人あたり 10,000

主な
経費

高齢者見守りサービス利用助成金 1,080
主な
財源

一般財源 1,080

ICTを活用した高齢者見守りサービス導入費用の一部を助成します

新 ICTを活用した高齢者見守りサービス利用助成事業

Plan 01 健やかにいきる 施策4 高齢者が安心していきいきと暮らせるよう支援します

上限 1万5千円（1世帯1回限り）
離れて暮らすご家族による

見守りを支援します 

助成の対象となる見守りサービスは市が指定しているものに限ります。
助成の申請は、初期費用又は

65歳以上のひとり暮らしの方が
8月から申請受付開始

を助成します 

サービス提供事業者に支払う初期費用
(初期費用又は月額利用料を最大3か月分)

ICTを活用した見守りサービスを導入した場合、

助成対象となるサービス(例)

・空間センサー等により異常を検知し通知するもの

・LEDとSIMが一体化した電球を設置し、

・冷蔵庫にセンサーを設置し、一定時間開閉がないと通知するもの

点灯、消灯の状況により異常を検知し通知するもの
月額利用料（補助対象分）の支払

したものが助成対象

後になります。

※４月以降に契約し、利用開始

¥
ICTによる
高齢者見守りサービス導入への助成
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ー10月から高校生世代の通院医療費も無料にしますー

拡 子ども医療助成事業

Plan 01 健やかにいきる 施策2 安心して子育てができる環境をつくります

45,261 その他 16,000

医療費審査支払手数料 32,001 一般財源 1,991,208

中学生(義務教育終了)までの入院・通院と、高校生世代(18歳に達する年度末まで)の入院の
助成に加え、10月から高校生世代の通院医療費の保険診療分の自己負担額を助成する。対象
の高校生世代に申請により医療費受給者証を交付する。

未就学児15,796人、小中学生26,855人、高校生世代11,335人（53,986人）１人あたり 44,815

主な
経費

医療給付費 2,305,455
主な
財源

県 412,201
総合行政システム改修業務(標準化対応)委託料

0586-28-9013担当課
市民健康部保険年金課 2025年度

事業費 24億1,941万円

予算概要説明資料 64 ページ

編成公開シート№ 市民健康部№18

0歳から18歳まで医療費が無料に

¥
10月から
高校生世代の通院医療費も無料
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編成公開シート№ 子ども家庭部№23・25・34・37

担当課
子ども家庭部保育課 2025年度

事業費 3,173万円

予算概要説明資料

0586-28-9024

2025年10月から、第三子以降の３歳未満児の保育料を減免する事業の対象を第二
子に拡大する。さらに市独自施策として、ふたごで入所した場合は所得制限を撤廃し、２
人目の保育料を無料とする。

対象児童（352人）1人あたり 90,130

主な
経費

利用者負担金の歳入減 25,484
主な
財源

一般財源 31,726

地域型保育給付費

ー 保育料を２人目から減免 ー

拡 第二子保育料減免事業

Plan 01 健やかにいきる 施策2 安心して子育てができる環境をつくります

5,018

施設型給付費 1,224

拡大対象 18歳未満の児童が３人以上いる

世帯の３人目以降の児童

現状

対象 18歳未満の児童が２人以上いる

世帯の２人目以降の児童

10月から 県内一斉

●３歳未満児の保育料について、減免の対象を拡大

●減免内容は、世帯の所得に応じ無料または半額

（所得制限により対象外になる場合あり）

ふたごの２人目は、所得制限なしで

一律無料 

市独自

¥
保育料を2人目から減免します
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M Plan 01 健やかにいきる

臨 保育所・学校等給食費負担軽減事業 担当課 7,240万円教育部学校給食課 0586-28-8650
子ども家庭部保育課 0586-28-9024 2025年度

事業費

物価高騰の影響が長期化する中、給食費の負担を軽減することで、子育て世帯を支援する。
保育園等においては、4月から9月の間、園児1人・1か月あたり600円の補助(値上げの抑制を含む。)を行
う。小中学校においては、1学期の間、1食あたり小学校15円、中学校20円の補助を行う。
2024年度3月補正で、保育園等の2024年10月から2025年3月の間の補助を同様に行う。

保育園児、小中学校の児童生徒等（40,403人）1人あたり 1,792

主な
経費

賄材料費(市立保育園) 20,528
主な
財源

学校給食費保護者負担軽減補助金 33,035

私立保育園運営補助金等 18,839

安心して子育てができる環境をつくります施策2

予算概要説明資料 65・66・68・69
134 ページ

編成公開シート№ 子ども家庭部№23・26・33・35・38・40
教育部№07

－　給食費の保護者負担を軽減します　－

国 72,402

期間 1学期(4月～7月)

補助額

【小学校】1食あたり15円

【中学校】1食あたり20円

(1食あたりの給食費)

中学校小学校

15円

20円

給食の質・量を維持しつつ、子育て世帯向けに物価高騰に対する支援を行います。

月額600円

2024.10～ 2025.4～ 2025.10～

4,990円

5,590円

6,190円

(給食費の月額)
市立保育園 市立小中学校

285円

325円

270円
保護者負担 305円

保護者負担
（2024年度予算）

私立保育園、幼稚園等においても、給食費の値上げを抑制するため、

園児1人あたり月額600円の補助を行う。

月額600円

¥
給食費の保護者負担を軽減
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担当課
環境部環境政策課 0586-45-9953 2025年度

事業費 1,358万円活力創造部産業振興課 0586-28-9130

2,000
主な
経費

ビジネスコンテスト賞金 3,500
主な
財源10,000

編成公開シート№
    環境部№05
    活力創造部№32

ページ予算概要説明資料 83・98

施策7 地球温暖化防止に取り組みます

新 いちのみや未来エネルギー(株)の寄附金活用事業

Plan 02 快適にくらす

SDGs推進支援補助金

一宮市2024.10.1現在人口（377,234人）１人あたり 36

一般財源 11,580

いちのみや未来エネルギー㈱の利益を地域の課題解決に活用し、地域脱炭素の機運を醸成する
ことを目指し、脱炭素に関する特に優れた取組を行う企業を学識経験者等によりコンテスト形式で
審査、表彰を行う。また、並行して製造業小規模企業者補助を行い、製造業のサプライチェーン存
続を支援するとともに、小規模企業者のSDGs推進への取組を支援する。

エアコン

企業価値
向上

CO2削減

市内
企業

大学
スタートアップ企業

ゴールド 200万円
シルバー 100万円
ブロンズ 50万円

地域新電力会社
いちのみや未来エネルギー(株)

寄附

賞金

脱炭素をテーマとしたビジネスコンテスト

～地域新電力会社の利益を地域課題の解決に活用します ～

脱炭素に資する新ビジネスの創出や新製品の製造・加工
地域に貢献する脱炭素の取組 など 【予算358万円】

大学・スタートアップ企業と市内企業との
協業等による脱炭素化を支援

寄附

SDGs推進をテーマとした製造業の小規模企業者補助

対象経費の1/2を補助
（上限100万円）

製造業のサプライチェーン存続を支援するとともに、
小規模企業者のSDGs推進への取組を支援

廃棄物削減
生産性向上

市内小規模企業者
企業価値
向上

生産管理システムの導入
繊維産業生産設備の移設
実証実験のための機器導入 【予算1,000万円】

環境保全基金

¥
地域新電力会社の利益で
SDGsを推進
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M 施策2 訪れてみたいまち、交流が盛んなまちをつくります

臨 いちのみやの魅力発信事業

Management 01 人を呼び込む

一般財源

主な
経費

尾州フェスティバル開催事業負担金

来場者（1,043,900人）１人あたり 81

5,000

国

活力創造部№38・44

ページ予算概要説明資料 100・101

編成公開シート№

担当課 0586-28-9131

【おりもの感謝祭一宮七夕まつり支援事業】
 本市最大の観光行事であり、一宮市を全国に宣伝し、観光客の誘致により、地場産業振興と地域の活性化に繋げる。
【BISHU FES.支援事業】
 「尾州を見て、触れて、購入してもらう」ことを目的に、ファッション・アート・食に関するイベントを同時に開催し、幅広い世代の
誘客を図る。

活力創造部観光交流課

61,399

18,400おりもの感謝祭一宮七夕まつり協進会負担金

主な
財源30,000

2025年度
事業費

54,799

8,480万円

「昭和100年」をコンセプトとして、七夕まつりの

歴史を振り返りつつ、レトロ感を意識した飾り付け

やイベントを開催

日程 7月24日（木）～ 7月27日（日）

会場 i-ビル、銀座通り、本町商店街、真清田神社周辺

注目イベント

日程 11月（土日2日間）

会場 i-ビル、銀座通り、本町商店街

第70回おりもの感謝祭一宮七夕まつり BISHU FES.（尾州フェス）
～世界のブランドが恋するBISHU～

70回記念事業の実施

 盆踊り会場の拡大

（サブステージをラウンドアバウトに増設）

 ファッション関連イベント

 尾州製品販売  ワークショップ

 飲食ブース出展  アート展示 等

応援基金
いちのみや

「新規デザイナー発掘プロジェクト」を開催
TGC（東京ガールズコレクション）とのコラボ企画

¥
「七夕」＆「尾州」でせんいのまちをPR
























